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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
【入院】
・阿部　静枝様～東病棟Cユニット6号室に医療保護入院となる。

【退院】
・江刺家　惠子様～平和病院に転院の為、東病棟Dユニット19号室から退院となる。

【転出】
・野見山　キヱ様～東病棟Cユニット6号室➝南病棟Aユニット111号室

＜患者様連絡事項＞
・和田　昌様～食事形態をミキサー（ハーフ食）からハーフ食を解除としている。

・巴　大様～主治医より本日から血糖1検（朝のみ）に変更との指示あり。
・林　美智子様～初外来日を12/1 11:00で調整している。また、主治医より退院指示・退院時処方も頂いている。

・矢倉　アツ子様～精神保健指定医による診察を実施し、自傷他害のおそれが消失したと判断あり。措置解除の手続きを行っていく。

・鈴木　正子様～薬局から連絡あり。本日から開始のハイドレアカプセルについては朝食後薬であるが本日は夕食後に服用し、11/15は昼食後に服用、11/16からは朝食後に服用するように指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
[bookmark: _GoBack]・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他室入室あり。介入に大声あり。スタッフ付き添いにて過ごす。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。	
・袴田　将志様～終日隔離中。ホールや自室にてマイペースに過ごされる。トラブルなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜入院患者様情報＞
時　　間：令和5年11月14日　13：08
　氏　　名：阿部　静枝　様
　生年月日：昭和11年2月1日（87歳）
　病　　名：認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：小柳Dr　サポート医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東Cユニット
　
　＜経過＞
　現在独居世帯。神奈川県在住の次男が見守りのため帰省している。
元々は宮城県名取市で生活していた。夫の死後、三沢市在住の長男と
二人暮らしをしていた。H27年2月、妄想、暴言、迷惑行為があり市職員
が介入しようとしたが長男が介入を拒否したため医療機関には繋がらず。
R5年6月には認知症状態であり、行方不明となることもあった。同年10月
20日、アパート下の階住人より水漏れがすると報告があったことから本人
の部屋に立ち入ったところ、長男が死去しているのが発見された。
消防到着時には興奮状態であり、殴る蹴るの暴行あり。措置診察も検討
されたが、十和田中央病院へ到着時には落ち着いていた。抑肝散などが
処方され、同年11月2日あおぞらクリニック初診。症状的には入院治療が
必要な程度ではないものの、生活能力は乏しく、11月内にはアパート退去
を言い渡されており施設入所が検討される状態。環境調整目的で入院治療
の依頼あり。
診察の結果、13：08東病棟Cユニット6号室へ医療保護入院となる。
